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（公社）東京都臨床検査技師会 平成 25年度 第 2回理事会議事録 

 
日 時 ： 平成 25年 5月 15日(水) 19時～21時:30分 

場 所 ： 都臨技事務所 

出席者 ： 下田、千葉、宮崎、高城、井上、鈴木、土橋、蝶名林、大野、杉岡、三橋、佐藤、多田、松村 

小山、東海林監事、出井役員選出委員 

 

理事行動報告 

4 月 3日(水)   監理会議         下田、千葉、小松、宮崎、高城、原田、中西、井上、鈴木、工藤 

4 月 15日(月)  学術部会         高城、中西、蝶名林、大野 

4 月 24日(水)  学会長選出委員会  原田、工藤 

5 月 1日(水)   監理会議        下田、千葉、小松、宮崎、高城、原田、中西、井上、鈴木、工藤 

                           三橋、多田 

5 月 7日(火)  役選委員会        萩原 

5 月 8日(水)  会計部会         鈴木、土橋、水越、松永、遠藤 

5 月 10日(金)  組織部会         三橋、多田、蝶名林、佐藤、原田、杉岡 

 

１． 報告事項 

（１） 平成 25年度第 1回理事会議事録、平成 25年度第１，2回管理会議議事録の内容確認 

（２） 各部会報告  

○ 組織部 

【部長報告】 

・新人オリエンテーション報告 

参加者 新人 57名 会員 54名 計 111名 

 【各地区報告】 

  ・南部地区 

① 品川健康祭り 日時:5月 25日(土) 11:00～15:00 場所:戸越公園  

   ② 木村幹事辞任により後任人事募集 

 ・北部地区 

  第１回北支部ベーシックレクチャー 

  日時：7月 20日(土) 15:00～17:00 場所：帝京大学板橋キャンパス 204講義室 

  テーマ「知識の再確認！嫌気性菌 ～基本からトピックスまで」 

  講演１：「嫌気性菌感染症 基礎から実践まで」 

     講師：日本大学医学部付属板橋病院臨床検査部 下口和雄 技師 

  講演 2：「嫌気性菌感染症の検査法 －改定ガイドラインの要点」 

     講師：山口県立総合医療センター 中央検査部 前技師長 国広誠子 技師 

【フォーラム委員会】 

・第 12回都臨技フォーラムについて 

   日時：6月 1日(土) 15:00～18:10 の予定 (株) 堀場製作所 東京セールスオフィス 

  テーマ：「これが聞きたい!!チーム医療」      

 講師：①順天堂大学医学部付属練馬病院 栄養科係長 管理栄養士 高橋徳江 

②東京女子医科大学東医療センター 検査科 平田あかね 技師 

③医療法人社団 紫苑会 田中クリニック・富士いきいき病院（静岡県） 

     診療技術部部長 渡辺数由 技師 

 ・支部合同親睦会開催について：8月 31日(土)18:30～（東京湾納涼船を予定） 
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○ 学術部 

【報告事項】 

１） 前回議事録確認を実施した。 

２） 理事会報告 

今月の理事会は 23日開催のため、監理会議の内容について報告があった。 

・ 支部割りについて 

支部の名称が以下のように決まった。 

東支部：足立、葛飾、江戸川、墨田、江東、荒川、台東、文京、千代田、中央、島しょ 

北支部：北、豊島、新宿、板橋、練馬 

南支部：港、品川、大田、渋谷、目黒、中野、杉並、世田谷 

西支部：多摩全域 

・ 代議員選挙 

別紙報告のとおり、代議員が選出されたとの報告があった。 

代議員の方は 6/26 に開催される決算総会の際に出席をお願いしたい。 

議案については 5月末に発行される会誌の 5月号に掲載されるので確認していただきたい。 

３） 監査報告 

・ 予算執行率を 100％に近づけてもらいたい。 

本年度の執行率は 81％だった。特に講師料の執行率が低かったとのこと。 

予算を確保した以上はきちんと予算を使って事業を遂行していただきたい。 

・ 予算申請時には次年度の予定をできるだけ決めておくように。 

来年度の予算は本年度末までに決めておけばよいことになる。 

未定とせず詳細を決めていただきたい。 

研修会の参加者が増えるような試みを行ってほしい。 

４） 編集委員会報告 

今月の開催はまだ。査読委員の変更があれば連絡を。８月号は生理特集、担当の方は準備をお願いし

たい。 

５） 精度管理委員会報告 

今月は 25日に開催予定。 

H24都臨技サーベイの最終報告書を 5月に発行できるように解析を行っている。 

６） 生涯教育委員会報告 

当該期間中の研修会は 5回。自己申告は 8件あった。 

履修状況については厚労省へのアピールともなるので、履修率が上がるように声をかけてほしい。 

７） 学会関係 

・ 第２回日臨技首都圏支部学会 

4/15 より演題募集開始。目標演題数は150題。 

委嘱状と講師依頼状発行の都合上、シンポジウムのテーマとシンポジストが決まった研究班は連絡して

ほしい。実行委員会開催は 6月ごろの予定。 

・ 第 10回都臨技学会長推薦委員会 

学術部からは石山氏、小田桐氏を選出した。 

８） 新人オリエンテーション 

発表に使用するスライドをまとめるので送っていない研究班は部長まで送っていただきたい。 

短めにしてほしいとの要望があるので考慮してほしい。 

【討議事項】 

H26 年度からの支部活動について学術部としてどのように協力していくか方向性として以下の説明があっ

た。 
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・ 将来的には支部主体で研修会の企画を行い、要請を受けて研究班がサポートしていく形を考えている。

（支部毎に予算立てをして事業計画を立てて事業を行う。） 

・ 高度な内容については研究班が企画するのがよいのではないか。 

・ 開催場所を分散させることで会員の履修機会を向上させ、履修率の向上を図りたい。 

・ 将来的には支部幹事で講師ができるような人を育てていきたい。 

・ 方向性に関してはいずれ会長にお話していただく予定である。 

以上に対して以下の意見が挙がった。 

・ 各支部がばらばらに企画を出したら収集がつかず大変なことになりそう。 

・ 一定の方向性で企画を立て、事業計画の立案段階での調整が必要になりそう。 

・ 各支部の集まりに研究班幹事も参加したほうがよいのではないか。 

・ 各支部との連携をどのように行うのかが課題 

・ 支部毎に研究班幹事を置いてもらえるとスムーズ（支部により幹事に偏りがあるのが現状） 

・ 地区と合同で開催した研修会については思ったより参加者が少なかった。そもそも本当に支部ごとで

の研修会開催を望む声があるのか。 

【その他】 

・ 研修会時の受付について 

本年度の会員証は今日時点でまだ発行できていない。（連休前後に届く見込み） 

昨年度の会員証では受付できないため、手書きで書いてもらって後で入力するか、日臨技の会員証で

受付してほしい。 

・ 日臨技の研修会の補助金申請に関して忘れずに申請していただきたい。 

・ 会員/非会員について 

年度変更前後に異動するなどして、都臨技の会員なのか判断に困る場合があるが、年会費を払った都

県の会員と考えればよいとのこと。よって、都臨技に支払ったのであれば都臨技の会員であり、他県に支

払ったのであれば非会員として取り扱う。 

・ 都外へ移動した方へ 

4 月中に都臨技に申請してもらえれば、都臨技の会費を返金するので連絡してほしい。 

・ 昭和医療専門学校の学生について 

学生全員が学生会員になるとの連絡があった。この学校には別途学生会員証を送付する予定なので、

昭和の学生が研修会に来た場合は学生会員として対応をお願いしたい。 

・ 学生会員について 

入会申込書には事務局使用欄に会員番号の記入をお願いしたい。学生会員は学生証と一緒に学生会

員証を提示して頂くことになっているので周知をお願いしたい。 

・ 精度保証研修会に関して 

昨年度実施した精度保証研修会は本年度も開催予定。 

9 月に 2週連続で一般・血液と化学・免疫の方々にお願いする。 

会場は堀場製作所の会場をお借りする見込み。空いている日について調査する。 

 

○ 学会運営部 

【議事内容】 

１） 委員会の設置について 

東京都医学検査学会規定に基づき、学会長推薦委員会を設置し、委員会を開催するにあたり、下記の 6

名が委員に選出された。 

  理事：原田典明（常務理事）工藤岳秀（庶務部長） 

  学術部：石山功二（病理研究班班長）小田切美奈子（公衆衛生研究班班長） 

  支部幹事：永瀬昌史（北支部）寺島照国（西支部） 

委員会の冒頭、学会運営部より本委員会設置の目的、経緯について委員への説明を行った。 



 4 / 6 

 

２） 委員長の選出 

委員による互選から原田典明理事を委員長とし、議事を進行することとした。 

３） 学会長候補の選出について 

第 10 回東京都医学検査学会学会長候補者に宮崎都臨技副会長、駿河台日本大学病院 佐野氏、日本

大学附属板橋病院 山舘氏日本大学附属板橋病院 荒木氏の 4 名が挙げられ、委員による挙手の結果、

荒木氏が学会長候補として選出された。 

４） 今後の動き 

本人に打診を行い、了解が得られた場合正式に学会長候補として理事会に推薦する。 

もし了解が得られなかった場合は、再度委員会を招集し学会長候補の選出を行うこととする。 

 

○ 庶務部 

【報告事項】 

１） 現在の会員数及び賛助会員数の報告（平成 25年 4月 30日現在） 

・ 会員数 4,070名 

・ 平成 25年度賛助会員数 70社 

・ 4月の新入会申請においては正会員44名および学生会員236名（昭和医療技術専門学校）の申込みが

あった。 

 

○ 会計部 

【報告事項】 

１） 平成 25年度 4月の予算管理月報、他 2表について報告された。 

２） 平成 25年度 4月 30日現在の会費収入状況報告 

３） 平成 25年度 4月事業活動収支状況報告 

・ 臨検啓発事業(委託費)  ￥315,000(会員管理システム運営費用) 

・ 検査調査研究費(委託費) ￥198,000(ホームページ管理委託費用 

４） 科目の変更について 

・ 公益申請書類に用いた科目について細分化することとした。 

事業収入：倫理効用資質向上事業 4項目、機関紙発行事業 1科目 

   

○ 事務局 

【報告事項】 

１） 4 月、5月の活動報告があった。 

・ 公益法人移行手続き関連 

・ 選挙管理委員会委嘱状発送 

・ 研修会の受付立会 

・ 選挙管理委員会の立会（鈴木業務執行理事） 

・ 推薦状発送（米坂知昭氏（参議院選）、斉藤あつし氏（都議選）） 

・ 都会員申込者への会費等請求書の発送 

・ 学生会員の発行、請求書発送（昭和医療技術専門学校 236名） 

・ 平成 24年度決算総会準備 

 

（３） 委員会報告 

○ 編集委員会 

 開催はこれから、5月の会誌発行が遅れており、5月 27.28頃到着を予定している。 

 

○ 生涯教育制度実行委員会 
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【報告事項】 

生涯教育対象行事登録者数         

１） (輸血）献血用製剤～献血から納入まで～                 4 月 9日 基礎 20点    115名 

２） (血液）血液検査の精度管理を見直そう                   4 月 18日 基礎 20点    80 名 

３） (生理）とことん学ぼう 不整脈～不整脈心電図の読み方から臨床まで 

                                                 4 月 23日 基礎 20点     113名 

４） (微生物) 微生物検査技師に必要なスキル～やさしく学ぼう専門分野 

                                               4 月 24日 基礎 20点    76 名 

５） (教育) 都臨技オリエンテーション                       4 月 24日 基礎 20点    54 名   

６） (一般) 腎臓病を尿検査の異常から考える                  4 月 26日 基礎 20点    76 名 

自己申告 会場研修 

１） 国際協関信支部主催症例検討会    専門  10点 １名 

２） 第 1回国臨協関信支部主催研修会   基礎  10点 2 名 

３） 一級臨床検査士（微生物学）受験のための英語勉強会  基礎  10点 4 名 

４） 第 368回日本血液同好会    専門  10点 1 名 

５） 第 8回染色体遺伝子検査基礎技術ｾセミナー  基礎  10点 2 名 

６） 輸血テクニカルセミナー      基礎  10点 1 名 

７） 日本臨床検査自動化学会 第 27回春季セミナー  基礎  10点 1 名 

 

○ 役選委員会 

【４月理事会報告】 

１） 下田会長から、支部の名称と各支部長が任命されたことについて報告があった。 

２） 各委員会報告 

・ 選挙管理委員会より、理事会に公印を作製し運用したい旨打診あり、保管管理の徹底で承認さ 

れた。 

・ 役選委員会より、多摩地区欠員理事候補を選出している。   

・ 平成 26.27年度役員人選の公示文書は会誌 8月号に載せる。また、会長より候補者の経歴が 

わかる資料の作成を依頼された。 

【審議事項】 

１） 役員経歴一覧について 

・ 経歴には推薦状にある幹事経験、理事経験、学会活動経験、生涯教育活動経験等 

を利用し、ここに着任年度を入れてもらう。 

２） 今後のスケジュール確認 

・ 公示予告は会誌 5月号に公示文書は 8月号に掲載予定。 

・ 現在各支部役員人数が支部により異なり、各支部 4～6名（基本 5名）としたい。 

３） その他 

・ 推薦状のフォーマットの変更を次回委員会までに作成する。 

 

２． 審議事項 

○ 臨床化学検査研究班の幹事交代について 

高城理事より下記の提案がなされ、承認された。 

旧幹事：高田忠雄 会員 → 新幹事：浅海隆司 会員（東京医科大学八王子医療センター） 

○ 検査研究班運営規定・細則について 

 高城理事より、標記規定、細則について案が出され、審議されたのち承認された。 

○ 学会運営部規定・東京都医学検査学会規定・細則について 

 中西理事より、標記規定、催促について案が出され、議論の上継続審議とされた。規定・細則についての、
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意見があったら 5月 24日の管理会議までに中西理事に提案する。管理会議を通して、修正案を理事会に

挙げることとなった。 

○ 学会長推薦委員会より、第 10回東京都医学検査学会学会長候補者に荒木秀夫氏（日大板橋病院）   

が推薦され、承認された。 

○ 庶務部より新入会申請44名＋学生 236名について 

審議の結果、正会員 44名、学生会員 236名の入会が承認された。 

○ 事務局より 

１） 会員異動による手続きについて 

都外から都内への会員異動等に関わる入会金や年会費の集金の扱いについては、審議の結果、他県と

の絡みなども踏まえ、今年度は現状通りとすることが承認された。 

２） 武見敬三氏の推薦について 

第２３回参議院議員通常選挙出馬（東京選挙区）に際しての推薦依頼があり、審議されたのち承認された。 

３） 田之上郁子の推薦について 

東京都議会議員選挙出馬（江戸川区選挙区）に際しての推薦依頼があり、審議されたのち承認された。 

 

３． 協賛許可願いについて 

○ 日本未病システム学会臨床検査部会より協賛許可願い書が提出され、審議されたのち承認された。 

行事：第 20回日本未病システム学会学術総会特別企画 サテライトシンポジウム（未病ｶﾌｪ） 

開催日時：平成 25年 11月 8日(金) 18 時 30分～20時(90分) ※受付 18時～ 

開催地：学術総合センター（一橋大学一橋講堂） 

参加費：未定 

 

 

 

 

 

                                                  平成 25年 5月 15日(水)  

                                         公益社団法人東京都臨床検査技師会 

              

                       議 長                                   印 

                       (下田)              

 

                       監 事                                   印 

                      （東海林） 

   

                       監 事                                   印 

                       （立花） 

 

                             監 事                                   印 

                        （遠藤） 

 


